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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月2日(2018.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸化的ストレスに関連した眼疾患の重症度を定量又は段階分けするためのデータを収集
する方法であって、
　ａ）生物学的対象試料中、及び生物学的対照試料中における、銅還元抗酸化能、ＧＳＨ
／ＧＳＳＧ比及びカルボニル付加物のレベルの１又は２以上を測定するステップ、
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　ｂ）前記対象試料におけるａ）の前記１又は２以上の測定値を、前記対照試料における
測定値と比較するステップ、並びに
　ｃ）前記対象試料における、銅還元抗酸化能及び／若しくはＧＳＨ／ＧＳＳＧ比のレベ
ルが、前記対照試料におけるそれぞれのレベルよりも低い場合、並びに／又は、前記対象
試料における、カルボニル付加物のレベルが、前記対照試料における、カルボニル付加物
のレベルよりも高い場合、段階が進行している、又は重症度が上昇しているものとして、
前記対象における、酸化的ストレスに関連した眼疾患の重症度を定量又は段階分けするた
めのデータを収集するステップを含む、前記方法。
【請求項２】
  試料が、対象の目の眼房水に由来する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
  試料が、対象の目の血液又は血漿に由来する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
  眼疾患が、網膜色素変性症、加齢性黄斑変性症、糖尿病性網膜症、近視、強度近視、フ
ックスジストロフィー、糖尿病性黄斑浮腫（ＤＭＥ）、地図状萎縮、シュタルガルト病、
又は網膜静脈閉塞症（ＲＶＯ）のうちの少なくとも１つから選択される、請求項１～３の
いずれかに記載の方法。
【請求項５】
　酸化的ストレスを定量するための方法であって、
　ａ）生物学的対象試料中、及び生物学的対照試料中における、銅還元抗酸化能、ＧＳＨ
／ＧＳＳＧ比及びカルボニル付加物のレベルの１又は２以上を測定するステップ、並びに
　ｂ）前記対象試料におけるａ）の前記１又は２以上の測定値を、前記対照試料における
測定値と比較するステップ
を含み、
カルボニル付加物レベルの増加、ＧＳＳＧに対するＧＳＨの比の低下、及び／又は銅抗酸
化能の低下が、酸化的ストレスの指標である、前記方法。
【請求項６】
  試料が、対象の目の眼房水に由来する、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
  試料が、対象の目の血液又は血漿に由来する、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
  試料が、網膜色素変性症、加齢性黄斑変性症、糖尿病性網膜症、近視、強度近視、フッ
クスジストロフィー、糖尿病性黄斑浮腫（ＤＭＥ）、地図状萎縮、シュタルガルト病、又
は網膜静脈閉塞症（ＲＶＯ）を有することが疑われる対象から得られる、請求項５～７の
いずれかに記載の方法。
【請求項９】
  カルボニル付加物のレベルが、ＥＩＡ（酵素免疫測定法）、ＥＬＩＳＡ（酵素結合免疫
吸着測定法）、ＲＩＡ（放射性免疫測定法）、間接競合免疫アッセイ、直接競合免疫アッ
セイ、非競合免疫アッセイ、サンドイッチ免疫アッセイ、凝集アッセイ、ウェスタンブロ
ットアッセイ、スロットブロットアッセイ、蛍光偏光法、ラテックス凝集、ラテラルフロ
ーアッセイ、免疫クロマトグラフィーアッセイ、免疫チップ、ディップスティック免疫試
験、又はビースをベースにした技術によって測定される、請求項５～８のいずれかに記載
の方法。
【請求項１０】
  カルボニル付加物レベルの増加、ＧＳＳＧに対するＧＳＨの比の低下及び／又は銅抗酸
化能の低下が、対象における酸化的ストレスの指標であるという知見に基づいて錐体細胞
死を測定するステップをさらに含む、請求項５～９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
  目の酸化的ストレスを測定するためのキットであって、
  ａ）対象の生物学的試料のための第１の容器、
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  ｂ）対照生物学的試料のための第２の容器、
  ｃ）ａ）及びｂ）の前記試料中における銅還元抗酸化能、ＧＳＨ／ＧＳＳＧ比及びカル
ボニル付加物のレベルを測定するための試薬を含む１又は２以上のバイアル、並びに
  ｄ）前記対象の前記試料中におけるｃ）の前記１又は２以上の測定値を前記対照試料と
比較するための指示書
を含み、カルボニル付加物レベルの増加、ＧＳＳＧに対するＧＳＨの比の低下、及び／又
は銅抗酸化能の低下が、酸化的ストレスの指標である、前記キット。
【請求項１２】
  試料が、対象の目の眼房水に由来する、請求項１１に記載のキット。
【請求項１３】
  生物学的試料が、網膜色素変性症、加齢性黄斑変性症、糖尿病性網膜症、近視、強度近
視、フックスジストロフィー、糖尿病性黄斑浮腫（ＤＭＥ）、地図状萎縮、シュタルガル
ト病、又は網膜静脈閉塞症（ＲＶＯ）を有することが疑われる対象に由来する、請求項１
１又は１２に記載のキット。
【請求項１４】
  カルボニル付加物のレベルが、ＥＩＡ（酵素免疫測定法）、ＥＬＩＳＡ（酵素結合免疫
吸着測定法）、ＲＩＡ（放射性免疫測定法）、間接競合免疫アッセイ、直接競合免疫アッ
セイ、非競合免疫アッセイ、サンドイッチ免疫アッセイ、凝集アッセイ、ウェスタンブロ
ットアッセイ、スロットブロットアッセイ、蛍光偏光法、ラテックス凝集、ラテラルフロ
ーアッセイ、免疫クロマトグラフィーアッセイ、免疫チップ、ディップスティック免疫試
験、又はビースをベースにした技術によって測定される、請求項１１～１３のいずれかに
記載のキット。
【請求項１５】
  指示書が、銅還元抗酸化能のレベル及び／若しくはＧＳＨ／ＧＳＳＧ比が対照試料より
も低い場合、並びに／又はカルボニル付加物レベルのレベルが前記対照試料よりも高い場
合、疾患の段階が進行しているか、又は重症度が上昇していると同定され、或いは銅還元
抗酸化能の前記レベル及び／若しくはＧＳＨ／ＧＳＳＧ比が前記対照試料よりも高い場合
、並びに／又はカルボニル付加物レベルの前記レベルが前記対照試料よりも低い場合、前
記疾患が同定され、前記疾患の段階が後退していると見なされるか、又は前記疾患の重症
度が低減していると判定するために使用される、請求項１１～１４のいずれかに記載のキ
ット。
【請求項１６】
  カルボニル付加物レベルの増加、ＧＳＳＧに対するＧＳＨの比の低下及び／又は銅抗酸
化能の低下が、網膜色素変性症における錐体細胞死の指標である、請求項１１～１５のい
ずれかに記載のキット。
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